
古
書
の
愉
し
み
（
令
和
三
年
五
月
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

土
屋 

博  

 

一
「
新
撰
年
代
記
大
全
」
中
村
柳
雨
編
纂 

（
矢
嶋
誠
進
堂
發
兊
、
明
治
三
十
四
年
刊
、
九
〇
丁
） 

和
綴
。
緒
言
に
曰
く
、「
本
書
は
我
邦
古
今
の
沿
革
を
一
目
瞭
然
な
ら
し
む
る
爲
の
開
國
以
來
現
今
に
至
る

經
過
年
數
は
固
よ
り
其
の
年
間
に
生
じ
た
る
重
要
な
る
事
變
を
摘
載
せ
る
年
歷
表
な
り
」
と
。 

情
報
量
は
多
く
、
豆
粒
ほ
ど
の
大
き
さ
の
字
に
て
詳
細
に
然
も
讀
み
易
く
記
述
せ
ら
る
。 

ま
た
、
改
め
て
日
本
の
木
版
印
刷
技
術
の
高
さ
を
思
ひ
知
ら
さ
る
。 

神
武
天
皇
よ
り
皇
極
天
皇
ま
で
は
、
一
頁
に
六
つ
の
升
目
と
し
、
各
天
皇
の
時
代
の
事
蹟
を
記
錄
す
。 

孝
德
天
皇
の
大
化
元
年
以
降
は
、
一
頁
に
二
十
五
の
升
目
と
し
、
各
年
の
事
蹟
を
記
錄
す
。 

明
治
以
降
は
上
下
段
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
一
年
分
と
す
。 

冒
頭
は
神
武
帝
紀
元
々
年
、「
元
年
帝
大
和
橿
原
の
宮
に
卽
位
す
。
是
よ
り
先
き
丙
寅
の
年
東
征
の
師
を
起

し
戊
午
長
隨
彦
と
戰
ひ
利
あ
ら
ず
皇
兄
五
瀨
命
戰
歿
す
」
と
。
大
化
元
年
に
つ
い
て
は
、「
年
號
の
始
め
、

蝦
夷
入
鹿
を
誅
す
、
封
建
を
廢
し
郡
縣
と
す
、
三
韓
入
貢
す
」
と
あ
り
。
明
治
三
十
四
年
最
後
の
頁
に
は
、

「
佛
國
巴
里
留
學
中
の
軍
醫
中
監
矢
部
辰
次
郎
氏
は
結
核
免
疫
硏
究
第
一
報
告
を
仝
國
醫
學
會
院
に
提
出

し
て
懸
賞
奬
學
金
五
百
法
の
贈
與
を
受
く
」
と
あ
り
。
先
人
の
病
ひ
の
硏
究
に
思
ひ
を
馳
せ
た
り
。 

 

二
「
日
記
文
範
」
大
和
田
建
樹
編 

（
博
文
館
、
明
治
四
十
年
刊
、
定
價
金
三
拾
五
錢
、
三
〇
〇
頁
） 

本
居
宣
長
の
「
菅
笠
日
記
」・「
春
の
錦
」、
香
川
景
樹
の
「
文
化
二
年
日
記
」・「
待
た
ぬ
靑
葉
」・「
中
空
日

記
」、
萩
原
廣
道
の
「
水
蓼
」、
賀
茂
眞
淵
の
「
岡
部
日
記
」、
藤
原
家
長
の
「
家
長
日
記
」、
藤
原
道
綱
母
の

「
蜻
蛉
日
記
」、
中
島
廣
足
の
「
忘
れ
が
た
み
」、
椿
仲
輔
の
「
小
木
曽
日
記
」、
加
藤
千
蔭
の
「
香
取
日
記
」、

淸
水
濱
臣
の
「
う
た
か
た
の
日
記
」
よ
り
、
村
田
春
海
の
「
椿
詣
の
記
」、
大
江
丸
𦾔
の
「
あ
が
た
の
三
月

四
月
」
ま
で
。 

綺
羅
星
の
如
き
國
文
の
美
し
さ
は
格
別
と
覺
ゆ
。
今
や
こ
れ
を
繼
承
す
る
人
無
き
を
惜
し
む
の
み
。 

 

三 

千
代
田
文
庫
「
山
陽
遺
稿 

詩
」 

（
千
代
田
書
房
、
明
治
四
十
四
年
刊
、
正
價
金
二
拾
錢
、
二
一
八
頁
） 

縱
十
四
・
七
セ
ン
チ
、
橫
九
セ
ン
チ
と
今
日
の
文
庫
本
よ
り
一
囘
り
小
さ
く
、
携
帶
に
便
利
。 

冒
頭
は
丙
戌
元
日
の
「
曉
光
明
暗
動
窻
攏
。
曆
入
新
年
微
雨
中
。
」
以
下
略
。 

 

四
「
聖
賢
格
言
集
」
福
田
重
政
纂
述 

（
梁
江
堂
書
店
、
明
治
四
十
五
年
刊
、
定
價
金
六
十
五
錢
、
三
三
六
頁
） 



杉
浦
重
剛
文
學
博
士
序
、
大
町
桂
月
先
生
總
評
。 

大
町
桂
月
先
生
總
評
に
曰
く
、「
伊
藤
公
十
六
歲
の
時
長
州
藩
の
戊
卒
と
な
り
て
相
模
の
濱
邊
に
野
營
同
様

の
生
活
を
な
し
け
る
が
、
先
輩
に
來
原
良
藏
と
い
ふ
豪
傑
あ
り
。
公
の
敎
へ
甲
斐
あ
る
人
物
な
る
こ
と
を
識

り
、
熱
心
深
切
に
公
に
讀
書
を
授
け
た
り
。
冬
季
毎
朝
午
前
四
時
頃
騎
馬
提
灯
を
携
へ
て
公
の
小
屋
へ
來
り
、

熟
睡
せ
る
公
を
叩
き
起
し
、
蝋
燭
の
光
に
て
公
に
詩
經
書
協
を
敎
へ
た
り
」
と
。 

本
書
に
は
、
五
十
音
順
に
、「
惡
小
を
以
て
之
れ
を
爲
す
こ
と
勿
れ
」（
蜀
昭
烈
帝
）
よ
り
「
終
り
を
愼
む
こ

と
始
め
の
如
く
せ
ば
則
ち
敗
事
無
し
」（
老
子
）
に
至
る
聖
賢
格
言
、
詳
ら
か
に
解
説
せ
ら
れ
、
昔
の
敎
育

を
追
體
驗
す
る
こ
と
を
得
。 

 

五
「
孔
子
の
聖
訓
」
公
爵
二
條
基
弘
・
伯
爵
東
久
世
通
喜
共
著 

（
金
尾
文
潤
堂
、
明
治
四
十
三
年
刊
、
金
八
十
錢
、
本
文
三
三
九
頁
） 

三
方
金
。
自
序
に
曰
く
、「
聖
上
嘗
て
儒
臣
に
諭
し
て
曰
く
、
彜
（
い
）
倫
道
德
は
敎
育
の
主
本
な
り
、
方

今
學
科
多
端
、
本
末
を
誤
る
も
の
鮮
か
ら
ず
、
年
少
就
學
、
最
も
當
に
忠
孝
を
本
と
し
、
仁
義
を
先
に
す
べ

し
と
」。
目
次
は
、
孝
經
、
易
經
、
中
庸
、
大
學
、
論
語
、
家
語
、
禮
記
、
孔
叢
子
。 

冒
頭
の
孔
夫
子
略
傳
は
要
領
よ
く
纏
め
ら
れ
、「
孔
子
は
三
歲
に
し
て
父
を
失
ひ
た
り
、
五
六
歲
の
頃
よ
り

嬉
戲
す
る
に
も
俎
豆
を
陳
ね
、
禮
容
を
設
け
、
無
益
な
る
こ
と
に
時
間
を
費
消
せ
ず
、
十
五
歲
の
時
よ
り
學

問
に
志
し
た
り
き
」
と
あ
り
、「
無
益
な
る
こ
と
に
時
間
を
費
消
せ
ず
」
は
、
特
に
學
ぶ
べ
き
敎
へ
な
り
。 

 

六
「
先
哲
遺
著
漢
籍
國
字
解
全
書
第
一
巻 

孝
經
、
大
學
、
中
庸
、
論
語
」 

（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
明
治
四
十
五
年
刊
、
五
一
頁
＋
六
二
頁
＋
九
八
頁
＋
三
九
一
頁
） 

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
漢
學
隆
盛
時
代
に
於
け
る
老
大
家
の
講
義
錄
の
う
ち
、
最
も
優
秀
な
る
も
の
を
拔
き
て

網
羅
し
た
る
も
の
な
り
。
孝
經
に
つ
い
て
は
熊
澤
蕃
山
（
一
六
一
九
年
生
、
一
六
九
一
年
歿
）、
大
學
・
中

庸
・
論
語
に
つ
い
て
は
中
村
惕
齋
（
て
き
さ
い
。
一
六
二
九
年
生
、
一
七
〇
二
年
歿
）
の
講
述
な
り
。 

中
村
惕
齋
は
伊
藤
仁
齋
と
其
の
盛
名
を
齋
し
う
し
、
先
儒
を
非
毀
す
る
を
忌
み
、
博
を
誇
ら
ず
。 

 

七
「
先
哲
遺
著
漢
籍
國
字
解
全
書
第
十
巻 

（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
明
治
四
十
三
年
刊
、
三
五
〇
頁
＋
三
七
七
頁
） 

孫
子
に
つ
い
て
は
荻
生
徂
來
、
唐
詩
選
に
つ
い
て
は
服
部
南
郭
の
講
述
な
り
。 

南
郭
の
「
唐
詩
選
國
字
解
」
は
別
途
平
凡
社
よ
り
東
洋
文
庫
三
冊
と
し
て
復
刻
せ
ら
れ
居
る
處
、「
江
戸
時

代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、
口
述
な
れ
ば
語
り
口
の
妙
樂
し
」
と
宣
傳
せ
ら
る
。 

 

八
「
官
公
吏
必
携 

書
翰
と
式
辭
」
鈴
木
魅
編 

（
丁
未
出
版
社
、
大
正
五
年
四
版
、
定
價
八
拾
錢
、
二
五
〇
頁
） 

大
藏
大
臣
武
富
時
敏
題
字
は
「
達
意
」
な
る
字
。 

目
次
は
、
第
一
篇
書
翰
文
に
就
て
、
第
二
篇
儀
式
文
に
就
て
、
第
三
篇
作
例
（
新
任
、
歡
迎
、
轉
勤
、
送
別
、

出
張
、
招
待
、
祝
賀
、
慰
問
、
哀
悼
、
祭
典
、
紹
介
、
問
合
、
謝
禮
、
謝
絕
、
退
職
。 



就
任
の
挨
拶
状
の
例
、
以
下
の
如
し
。「
拜
啓 

時
下
愈
御
淸
穆
奉
賀
候
然
者
小
生
今
般
東
京
府
知
事
拜
命

昨
十
五
日
著
任
致
候
就
て
は
將
來
公
私
共
御
懇
情
を
蒙
り
度
奉
願
候
右
不
取
敢
御
挨
拶
申
上
度
如
此
御
座

候 

敬
具
」。 

（
令
和
三
年
五
月
九
日
受
附
） 


